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ア
オ
キ
は
関
東
地
方
以
西
か
ら
�

沖
縄
ま
で
、
広
く
分
布
す
る
常
緑
�

低
木
。
冬
に
な
っ
て
も
葉
も
枝
も
�

濃
い
緑
色
を
し
て
い
る
た
め
「
青
�

木
（
ア
オ
キ
）」
と
い
う
名
称
が
付
�

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
ア
オ
キ
は
雌
雄
異
株
（
雄
�

と
雌
が
分
か
れ
て
い
る
植
物
）で
、
�

冬
に
な
る
と
雌
株
に
は
、
小
指
の
�

先
ほ
ど
の
赤
い
果
実
が
熟
し
ま
す
。
�

も
と
も
と
ア
オ
キ
は
日
本
特
産
の
�

植
物
で
す
が
、
こ
の
美
し
い
真
紅
�

の
実
が
好
ま
れ
園
芸
用
に
と
シ
ー
�

ボ
ル
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
�

り
広
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

し
か
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
帰
�

っ
た
の
は
残
念
な
が
ら
雄
株
ば
か
�

り
。
日
本
で
は
ど
こ
で
も
手
に
入
�

る
と
言
っ
て
も
、
鎖
国
中
で
は
簡
�

単
に
入
手
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
�

鎖
国
が
解
か
れ
る
と
多
く
の
プ
ラ
�

ン
ト
ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
、
雌
株
を
�

求
め
て
来
日
し
た
と
い
う
逸
話
も
�

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
日
陰
で
も
よ
く
育
ち
耐
寒
性
が
�

強
い
た
め
、
日
本
よ
り
寒
い
ス
イ
�

ス
な
ど
で
は
人
気
が
高
く
、
愛
好
�

家
も
多
い
そ
う
で
す
。
日
本
特
産
�

の
植
物
が
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
�

と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
�

話
で
す
ね
。
本
学
で
は
幼
稚
園
の
�

ト
ト
ロ
の
森
で
見
る
こ
と
が
で
き
�

る
の
で
、遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
を
想
�

像
し
な
が
ら
美
し
赤
い
小
さ
な
果
�

実
を
観
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�

※内容充実、情報盛りだくさんの常磐学園のホームページをぜひ御覧ください。
　http://www.tokiwa.ac.jp/

　
　
　
磐
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
�

　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
一
日
、
ホ
テ
ル
レ
�

イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
挙
行
さ
れ
た
。
参
加
し
�

た
関
係
者
は
約
三
百
人
。
一
九
八
三
年
の
創
�

立
か
ら
現
在
ま
で
の
沿
革
を
振
り
返
り
、
よ
�

り
一
層
の
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
を
誓
っ
た
。
�

　
式
典
で
諸
澤
英
道
理
事
長
は
「
常
磐
学
園
�

は
短
期
大
学
開
設
時
か
ら
四
年
制
大
学
の
設
�

立
が
念
願
で
あ
っ
た
が
、
大
学
設
立
に
当
た
�

っ
て
は
、
日
本
初
の
学
部
で
あ
る
人
間
科
学
�

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
開
設
が
実
�

現
で
き
た
。
そ
の
後
、
国
際
学
部
、
コ
ミ
ュ
�

ニ
テ
ィ
振
興
学
部
な
ど
国
内
で
も
例
を
見
な
�

い
大
学
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、『
日
本
�

初
』
が
常
磐
大
学
の
代
名
詞
と
言
わ
れ
る
よ
�

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
近
年
は
博
物
館
学
博
�

物
館
の
開
設
、
そ
し
て
ま
た
本
日
は
国
際
被
�

害
者
学
研
究
所
の
開
所
式
も
執
り
行
わ
れ
、
�

地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

の
厳
し
さ
と
責
任
を
感
じ
て
い
る
」
と
、
二
�

十
年
と
い
う
歳
月
の
中
で
大
き
く
発
展
し
て
�

き
た
本
学
の
歴
史
を
語
っ
た
。
�

　
そ
し
て
さ
ら
に
「
地
域
で
ど
の
よ
う
に
評
�

価
さ
れ
る
か
が
大
学
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
�

い
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
に
向
け
た
、
新
た
な
�

一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
」
と
語
り
、
名
実
と
�

も
に
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
教
職
�

員
や
学
生
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
�

常磐大学創立20周年記念式典が

ホテルレイクビュー水戸で10月1日に挙行され、

関係者など約300人が、個性豊かで地域社会に開かれた

大学づくりを推進する本学の発展を心から祝った。

この式典により本学は、これまでの実績を踏まえた上で

これからの10年に向かう

新しいスタートを切ることになった。

■
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
」
の
著

者
と
し
て
も
有
名
な
、
斎
藤
孝
先
生
の
講
演
（
上
）

■
本
学
吹
奏
楽
団
及
び
学
生
有
志
の
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
に
よ

る
校
歌
・
学
友
歌
の
編
曲
披
露（
下
）

■盛大に挙行された常磐大学創立20周年記念式典�

決
意
を
表
明
し
た
。
�

　
次
い
で
、
来
賓
祝
辞
、
本
学
園
の
永
年
勤
�

続
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
本
学
で
長
い
間
�

教
鞭
を
と
っ
て
き
た
福
原
眞
知
子
さ
ん
が
、
�

一
億
円
の
学
術
振
興
助
成
金
を
諸
澤
理
事
長
�

に
贈
呈
。
本
学
の
被
害
者
学
と
心
理
臨
床
の
�

学
術
振
興
に
役
立
て
ら
れ
る
助
成
金
の
贈
呈
�

に
、
会
場
は
感
謝
の
拍
手
で
大
い
に
沸
い
た
。
�

　
ま
た
、
同
窓
会
か
ら
は
記
念
品
と
し
て
天
�

幕
二
十
張
が
贈
呈
さ
れ
、
目
録
を
受
け
取
っ
�

た
大
堀
哲
学
長
は
「
大
学
の
様
々
な
行
事
に
�

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
�

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
�

　
　
 
念
講
演
で
は
、
斎
藤
孝
・
明
治
大
学
�

　
　
　
文
学
部
教
授
が
「
生
き
る
力
を
育
て
�

る
学
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
。
「
ス
ポ
�

ー
ツ
に
技
が
あ
る
よ
う
に
、
学
ぶ
こ
と
に
も
�

技
が
存
在
す
る
。
会
話
の
内
容
を
反
復
し
て
、
�

他
の
人
に
伝
え
る
訓
練
を
す
れ
ば
正
確
に
記
�

憶
に
残
る
。
声
を
出
す
こ
と
は
、
脳
に
刺
激
�

を
与
え
る
。
こ
う
し
て
勉
強
を
『
技
化
』
す
�

る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
学
習
が
可
能
に
�

な
る
」
と
語
り
、
現
在
、
一
方
通
行
で
進
め
�

ら
れ
が
ち
な
授
業
か
ら
、
双
方
向
性
に
富
ん
�

だ
教
育
と
し
て
伝
達
訓
練
の
採
用
を
示
唆
。
�

講
演
の
途
中
で
は
、
来
場
者
た
ち
が
そ
の
効
�

果
を
実
際
に
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
�

式
の
リ
レ
ー
朗
読
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
�

　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
齋
藤
純
一
�

　
　
　
　
　
　
　
　
郎
指
揮
者
に
よ
り
校
歌
・
�

　
　
　
　
　
　
　
　
学
友
歌
編
曲
を
披
露
し
�

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
続
き
祝
賀
会
が
開
�

　
　
　
　
　
　
　
　
催
さ
れ
た
。
主
催
者
代
�

　
　
　
　
　
　
　
　
表
と
し
て
大
堀
哲
学
長
�

　
　
　
　
　
　
　
　
が
「
地
域
に
根
差
し
た
�

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
と
し
て
、
独
自
性
�

　
　
　
　
　
　
　
　
や
特
色
づ
く
り
に
取
り
�

　
　
　
　
　
　
　
　
組
み
、
学
生
の
未
来
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
新
し
�

　
　
　
　
　
　
　
　
い
常
磐
大
学
を
創
造
し
�

　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
�

　
創
立
以
来
、
時
代
の
声
に
応
え
、
地
域
に
�

貢
献
す
る
人
材
の
育
成
と
い
う
実
学
教
育
に
�

力
を
入
れ
て
き
た
本
学
は
、
こ
こ
か
ら
新
し
�

い
十
年
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
�
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
駆
け
て
、
�

岡
村
勲
弁
護
士
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
�

た
。
こ
の
講
演
で
岡
村
氏
は
「
私
は
弁
護
士
�

に
な
っ
て
三
十
八
年
目
に
犯
罪
被
害
者
の
遺
�

族
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
加
害
者
の
立
�

場
か
ら
法
廷
で
争
う
仕
事
を
や
っ
て
い
た
の
�

で
す
が
、
自
分
が
被
害
者
に
な
り
傍
聴
席
で
�

　
被
害
者
・
遺
族
ら
に
関
す
る
学
際
的
な
研
�

究
と
教
育
を
行
う
『
国
際
被
害
者
学
研
究
所
』
�

を
開
設
し
た
こ
と
を
機
に
、
本
学
は
十
月
二
�

日
、『
被
害
者
の
た
め
の
正
義
は
日
本
に
お
い
�

て
ど
う
実
現
さ
れ
る
べ
き
か
』
と
題
し
た
シ
�

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
�

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
�

ネ
ー
タ
ー
は
、
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会
と
全
�

国
被
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
顧
問
を
務
�

め
る
諸
澤
英
道
理
事
長
。
国
際
被
害
者
学
研
�

究
所
専
任
教
授
の
ゲ
ル
ド
・
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
�

氏
の
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
・
オ
タ
ワ
大
学
教
授
の
�

ア
ー
ビ
ン
・
ワ
ラ
ー
氏
、
全
米
被
害
者
援
助
�

機
構
事
務
局
長
の
マ
リ
ー
ン
・
ヤ
ン
グ
氏
、
弁
�

護
士
で
兵
庫
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
の
�

垣
添
誠
雄
氏
、
山
口
県
光
市
母
子
殺
人
事
件
�

遺
族
の
本
村
洋
氏
、
埼
玉
県
の
桶
川
ス
ト
ー
�

カ
ー
殺
人
事
件
遺
族
の
猪
野
憲
一
・
京
子
氏
�

の
七
人
を
招
き
、
被
害
者
を
巡
る
海
外
の
事
�

情
、
国
内
の
問
題
、
そ
し
て
会
場
と
の
対
話
�

を
通
し
て
今
後
の
方
向
性
を
探
っ
た
。
�

　
ま
ず
諸
澤
理
事
長
が
「
わ
が
国
の
被
害
者
�

支
援
、
被
害
者
の
権
利
確
立
は
、
諸
外
国
と
�

裁
判
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
、
い
か
に
日
本
�

の
司
法
制
度
が
被
害
者
を
苦
し
め
る
も
の
で
�

あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
」
�

と
述
べ
、
被
害
者
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
�

裁
判
記
録
や
一
九
九
〇
年
の
最
高
裁
判
所
で
�

出
さ
れ
た
「
捜
査
や
公
訴
提
起
は
公
の
秩
序
�

維
持
の
た
め
に
行
う
も
の
で
、
被
害
者
の
た
�

め
に
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
判
�

決
に
言
及
。
こ
の
「
被
害
者
は
捜
査
や
判
決
�

の
『
証
拠
』
や
『
道
具
』
で
あ
っ
て
そ
れ
以
�

上
の
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
司
法
の
立
場
�

に
怒
り
と
危
機
感
を
覚
え
、
被
害
者
の
権
利
�

と
被
害
を
回
復
す
る
制
度
の
確
立
を
目
的
に
�

「
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会
」
を
設
立
す
る
に
�

至
っ
た
と
い
う
。
�

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
岡
村
氏
は
、
ド
�

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
被
害
者
が
当
事
�

者
と
し
て
法
廷
に
参
加
で
き
る
制
度
の
確
立
�

や
被
害
者
支
援
団
体
の
積
極
的
な
活
動
、
ま
�

た
法
学
教
育
の
場
に
お
け
る
考
え
方
の
転
換
、
�

そ
し
て
被
害
者
と
被
害
者
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
�

ー
ク
づ
く
り
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。
�

（2）�

常磐大学国際被害者学研究所開設記念シンポジウムが

2003 年 10 月 2 日に開催された。

テーマは「被害者のための正義は

日本においてどう実現されるべきか」。

海外の被害者学の第一人者や国内の犯罪被害者たちが

被害者を巡る現状について語り、意見を交わした。

岡 村  勲 氏

1959年弁護士。第一東京弁護
士会会長、日本弁護士連合会副
会長、法政審議会委員などを歴
任。高知学芸高校修学旅行生上
海列車事故補償交渉で日本側弁
護団長を務めた。2000年全国
犯罪被害者の会を設立し、犯罪
被害者の権利と被害回復制度の
実現に向けて活動中。

（おかむら・いさお）

全国犯罪被害者の会代表幹
事、弁護士

諸 澤  英 道 氏

慶應義塾大学大学院法学研究科
博士課程修了。常磐大学副学長、
常磐大学学長などを歴任。専門
は被害者学、犯罪学、刑事法学、
刑事政策学、少年法制。日本被
害者学会理事、全国犯罪被害者
の会顧問、全国被害者支援ネッ
トワーク顧問、（社）いばらき被
害者支援センター顧問。

（もろさわ・ひでみち）

学校法人常磐学園理事長、
常磐大学教授

アービン・ワラー氏

1985年国連被害者人権宣言の
採択に貢献。世界中の政府に対
し、犯罪の減少と被害者の権利
について助言を行っている。元
モントリオール国際犯罪防止セ
ンター事務局長。カナダ、イギ
リス、南アフリカ、アメリカで
犯罪防止政策見直しに参画。世
界被害者学会前々会長。

（Irvin Waller）

カナダ在住。オタワ大学犯
罪学教授

マリーン・ヤング氏

オレゴン州で郡保安官事務所研
究主任。全米被害者援助機構設
立理事会に加わり、会長も歴任。
パトロール警官等向けの被害者
志向の40時間の訓練課程、被害
者の擁護者、カウンセラー、プ
ログラムマネージャー向けの課
程を開発する。世界被害者学会
会長。

（Marlene Young）

アメリカ在住。全米被害者
援助機構事務局長

↑研究所には被害者学に関する資料が収蔵されている

↑開所式でテープカットをする諸澤理事長（写真中央）、
大堀学長（同右）、ドゥーシッチ所長（同左）。

��　
　
授
で
全
米
被
害
者
援
助
機
構
の
創
設
者
�

　
　
の
一
人
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ゥ
ー
シ
ッ
チ
氏
。
�

　
　
世
界
被
害
者
学
会
前
会
長
の
ゲ
ル
ド
・
�

　
　
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
氏
を
専
任
教
授
に
招
き
、
�

　
　
七
人
の
研
究
者
が
各
国
の
被
害
者
支
援
�

　
　
な
ど
を
調
査
。
メ
ン
バ
ー
の
冨
田
信
穂
�

　
　
教
授
は
、
事
件
直
後
か
ら
被
害
者
に
精
�

　
　
神
的
ケ
ア
な
ど
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
米
国
�

　
　
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
、
諸
�

　
　
澤
英
道
教
授
は
、
被
害
者
が
裁
判
に
参
�

 
 
加
で
き
る
権
利
な
ど
を
研
究
す
る
。
�

　
　
　
諸
澤
教
授
は
「
将
来
的
に
、
日
本
で
�

　
　
も
法
整
備
を
提
言
す
る
こ
と
を
目
標
と
�

　
　
す
る
。
水
戸
か
ら
被
害
者
支
援
の
風
を
�

　
　
吹
か
せ
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
�

������������������　
　
　
害
者
学
の
国
際
的
な
視
野
に
立
�

　
　
　
っ
た
学
際
的
な
教
育
お
よ
び
研
�

究
を
目
的
と
し
た
「
国
際
被
害
者
学
研
�

究
所
」
が
十
月
一
日
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
�

ス
内
に
開
設
さ
れ
た
。
�

　
開
所
式
に
は
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
�

招
か
れ
、
諸
澤
英
道
理
事
長
は
「
九
十
�

年
代
に
な
っ
て
被
害
者
の
保
護
と
支
援
�

に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
た
。
本
学
で
�

も
被
害
者
学
研
究
に
活
発
に
取
り
組
む
�

よ
う
に
な
り
、
ア
ジ
ア
の
研
究
の
中
枢
�

と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
�

多
く
の
研
究
者
に
有
効
活
用
し
て
も
ら
�

い
、
世
界
の
被
害
者
学
の
発
展
に
貢
献
�

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。
�

　
こ
の
研
究
所
は
、
殺
人
、
詐
欺
な
ど
�

の
犯
罪
を
は
じ
め
、
虐
待
、
災
害
、
交
�

通
事
故
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
に
つ
�

い
て
、
被
害
者
学
の
研
究
と
被
害
者
支
�

援
に
関
す
る
情
報
の
中
枢
を
担
う
こ
と
�

を
目
的
に
、
国
内
外
の
大
学
、
研
究
・
�

政
府
機
関
な
ど
と
連
携
す
る
も
の
。
被
�

害
者
学
に
関
す
る
図
書
や
論
文
、
映
像
�

資
料
な
ど
を
収
蔵
し
た
情
報
資
料
室
の
�

運
営
、
国
際
研
究
紀
要
の
発
行
、
会
議
�

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
が
活
動
�

の
柱
と
な
る
。
�

　
所
長
に
就
任
し
た
の
は
国
際
学
部
教
�



比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
足
り
な
く
て
、
や
ら
な
�

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
非
常
に
多
い
」
と
�

発
言
し
た
こ
と
を
受
け
、
ワ
ラ
ー
氏
が
「
日
�

本
で
は
六
人
に
一
人
が
犯
罪
被
害
者
に
な
っ
�

て
い
る
実
態
が
あ
る
が
、
そ
の
六
〇
％
が
警
�

察
に
通
報
し
て
い
な
い
事
実
が
あ
る
」
と
し
�

て
、
一
九
八
五
年
に
採
択
さ
れ
た
「
国
連
被
�

害
者
人
権
宣
言
」
を
紹
介
。
警
察
署
や
裁
判
�

所
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
の
�

か
と
い
う
情
報
の
提
供
や
、
報
復
を
受
け
な
�

い
安
全
保
障
を
日
本
の
司
法
制
度
の
中
に
も
�

取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
語
っ
た
。
ま
た
、
Ｅ
�

Ｕ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
被
害
者
�

の
権
利
確
立
に
積
極
的
な
行
動
を
示
し
て
い
�

る
国
を
例
に
挙
げ
、「
改
革
の
た
め
に
は
リ
ー
�

��ダ
ー
シ
ッ
プ
と
先
駆
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
�

一
つ
の
礎
石
と
し
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
�

重
要
。
被
害
者
の
心
の
苦
し
み
を
分
か
ち
合
�

う
こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
が
、
政
治
面
で
の
�

変
化
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
�

な
ら
な
い
」
と
日
本
が
進
む
べ
き
方
向
を
示
�

し
た
。
�

　
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
氏
は
、
被
害
者
の
権
利
を
�

認
め
て
い
る
ド
イ
ツ
の
法
律
を
紹
介
し
た
上
�

で
「
被
害
者
に
本
当
に
必
要
な
の
は
政
治
的
�

な
影
響
で
あ
る
と
考
え
、
政
治
的
活
動
も
始
�

め
た
。
そ
し
て
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
�

被
害
者
補
償
法
が
で
き
た
」
と
語
り
「
一
九
�

��七
六
年
に
で
き
た
被
害
者
支
援
団
体
『
白
い
�

環
』
は
、
今
や
六
万
五
千
人
の
会
員
を
持
ち
、
�

資
金
が
潤
沢
で
、
被
害
者
が
弁
護
士
サ
ー
ビ
�

ス
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
支
援
な
ど
も
行
わ
�

れ
て
い
る
」
と
ド
イ
ツ
の
現
状
を
報
告
し
た
。
�

　
ヤ
ン
グ
氏
は
一
九
九
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
�

司
法
省
が
発
表
し
た
『
現
場
か
ら
の
新
た
な
�

方
向
性
 
二
十
一
世
紀
の
被
害
者
の
権
利
と
�

サ
ー
ビ
ス
』
と
い
う
文
章
を
取
り
上
げ
、
被
�

害
者
の
権
利
の
監
督
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
裁
判
官
�

を
対
象
と
し
た
検
証
制
度
な
ど
を
解
説
。
さ
�

ら
に
、
被
害
者
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
�

る
い
は
専
門
家
の
法
律
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
�

法
科
大
学
院
に
導
入
さ
れ
る
『
被
害
者
の
権
�

利
コ
ー
ス
』
や
、
研
修
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
弁
護
士
の
参
加
な
ど
積
�

極
的
な
動
き
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
�

夏
に
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
（
全
米
被
害
者
援
助
機
構
）
�

で
開
始
さ
れ
た
全
国
被
害
者
援
助
擁
護
認
定
�

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
触
れ
た
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
�

け
る
『
危
機
応
答
チ
ー
ム
』
の
拡
大
の
動
き
�

に
言
及
。
「
こ
の
チ
ー
ム
は
災
害
地
域
に
派
�

遣
し
て
被
害
者
援
助
に
当
た
る
も
の
。
同
時
�

多
発
テ
ロ
で
は
真
価
を
問
わ
れ
教
訓
を
得
た
。
�

今
後
、
危
機
応
答
チ
ー
ム
は
国
際
的
な
プ
ロ
�

ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
高
い
目
標
を
設
�

定
し
て
、
効
果
的
に
被
害
者
の
た
め
に
何
が
�

で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
�

　
山
口
県
光
市
母
子
殺
人
事
件
の
ご
遺
族
、
�

本
村
氏
は
、
法
律
、
慣
習
、
倫
理
観
の
三
つ
�

の
正
義
を
挙
げ
、
こ
の
中
で『
倫
理
観
』の
正
�

義
は
被
害
者
が
抱
え
て
い
る
問
題
だ
、
と
発
�

言
。「
被
害
者
、
加
害
者
、
双
方
の
倫
理
観
�

を
す
べ
て
吐
き
出
し
、
そ
の
中
で
国
民
的
な
�

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
と
れ
る
被
害
者
の
倫
理
観
�

を
正
義
と
認
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
正
義
を
�

�����������実
現
す
る
た
め
、
法
律
に
し
て
い
か
な
け
れ
�

ば
な
ら
な
い
。
法
律
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
、
�

正
義
は
自
分
た
ち
で
実
現
す
る
と
い
う
意
思
�

を
持
っ
て
一
緒
に
手
を
携
え
て
被
害
者
運
動
�

を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
�

　
桶
川
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件
の
ご
遺
族
、
�

猪
野
憲
一
氏
は
、
助
け
を
求
め
て
も
捜
査
を
�

行
わ
ず
、
さ
ら
に
告
訴
状
も
改
ざ
ん
し
て
い
�

た
と
い
う
事
実
を
挙
げ
、「
県
警
本
部
長
が
�

詩
織
の
前
で
涙
し
て
く
れ
た
の
に
、
い
ざ
裁
�

判
に
入
っ
た
ら
掌
を
返
す
が
如
く
、
危
険
性
�

は
な
か
っ
た
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
を
受
け
て
�

い
た
こ
と
と
殺
人
に
は
因
果
関
係
は
な
い
と
�

言
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
正
義
だ
ろ
う
か
」
と
�

警
察
の
体
質
改
善
を
強
く
求
め
た
。
ま
た
、
�

猪
野
京
子
氏
は
、
被
害
者
が
参
加
で
き
な
い
�

裁
判
へ
の
不
信
感
を
訴
え
「
被
害
者
が
参
加
�

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
実
が
分
か
る
の
に
、
�

今
の
裁
判
で
は
真
実
が
な
く
、
犯
人
の
更
生
�

に
つ
な
が
る
か
疑
問
」
と
語
っ
た
。
�

　
弁
護
士
で
あ
る
垣
添
氏
は
、
民
間
の
支
援
�

団
体
が
中
心
に
な
っ
て
被
害
者
の
権
利
を
獲
�

得
し
て
い
く
過
程
と
日
本
の
現
状
を
照
ら
し
�

合
わ
せ
「
日
本
は
、
被
害
者
、
ご
遺
族
が
泣
�

き
な
が
ら
立
ち
上
が
っ
て
、
孤
立
無
縁
の
中
�

で
闘
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
も
民
間
の
犯
罪
�

被
害
者
支
援
団
体
が
三
十
以
上
で
き
た
が
、
�

刑
事
裁
判
に
被
害
者
が
参
加
す
る
運
動
に
対
�

し
て
支
援
団
体
は
何
ら
寄
与
し
て
い
な
い
」
�

と
し
た
上
で
、
「
弁
護
士
自
身
が
被
害
者
支
�

援
に
し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
二
次
�

被
害
の
温
床
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
、
支
援
�

団
体
の
一
つ
で
も
あ
る
弁
護
士
会
に
苦
言
を
�

呈
し
た
。
そ
し
て
今
後
は
、
し
っ
か
り
と
し
�

た
民
間
支
援
機
関
が
弁
護
士
と
被
害
者
、
ご
�

遺
族
と
の
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
こ
と
�

が
必
要
だ
と
提
言
し
「
わ
が
国
に
お
け
る
犯
�

罪
被
害
者
の
支
援
、
権
利
獲
得
運
動
は
、
無
�

権
利
状
態
か
ら
権
利
を
獲
得
す
る
と
い
う
第
�

二
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
国
民
共
通
�

の
課
題
で
あ
り
、
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
�

メ
デ
ィ
ア
を
含
め
て
し
っ
か
り
と
世
論
を
構
築
�

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
壇
上
以
外
に
も
多
数
�

の
ご
遺
族
が
出
席
。
東
名
高
速
飲
酒
事
故
で
�

二
人
の
娘
を
失
い
、
署
名
運
動
で
危
険
運
転
�

致
死
傷
罪
創
設
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
ご
�

遺
族
夫
妻
は
「
遺
族
以
外
に
法
改
正
の
声
が
�

出
な
い
の
が
致
命
的
」
、
東
京
地
下
鉄
サ
リ
�

ン
事
件
で
夫
を
亡
く
し
た
ご
遺
族
も
「
何
の
�

罪
も
な
い
被
害
者
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
�

っ
た
国
が
賠
償
や
被
害
者
の
権
利
に
関
し
て
�

責
任
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
�

少
年
に
よ
る
暴
行
事
件
で
長
男
を
亡
く
し
た
�

ご
遺
族
の
よ
う
に
「
七
年
前
は
少
年
事
件
だ
�

と
い
う
だ
け
で
真
相
を
教
え
て
も
ら
え
ず
本
�

当
に
悲
し
か
っ
た
が
、
地
域
の
人
に
助
け
ら
�

れ
た
。
専
門
家
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
�

地
域
の
つ
な
が
り
も
大
切
」
と
い
う
意
見
も
�

あ
っ
た
。
�

�

（3）�
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垣 添  誠 雄 氏

1972年弁護士開業。日本弁護
士連合会民事介入暴力対策委員
会副委員長、日本弁護士連合会
犯罪被害者支援委員会副委員長
を歴任。堀江事件、高松事件、
附属池田小学校児童殺傷事件な
どを支援してきた。

（かきぞえ・もとお）

兵庫被害者支援センター理
事、弁護士

本 村  洋 氏

1976年生まれ。「全国犯罪被害
者の会」幹事。会社員。1999年
4月に当時23歳の妻と生後11カ
月の長女を18歳の少年に殺害さ
れた。2000年1月に「犯罪被
害者の会」立ち上げに参画。講
演や執筆活動を通し犯罪被害者
の権利を求め活動中。主な著書
は「天国からのラブレター」。

（もとむら・ひろし）

山口県光市母子殺人事件の
ご遺族

ゲルド・フェルディナンド・�
キルヒホッフ氏�

�

マービン・ウォルフガング教授
のもと犯罪学を学ぶ。ニーダー
ラインランド応用科学大学社会
科学部教授として刑事法、犯罪
学、被害者学を担当。ノースカ
ロライナ大学シャーロット校刑
事司法学部訪問研究員。世界被
害者学会事務局長を長年務める。
世界被害者学会前会長。

（Gerd F.Kirchhoff）

常磐大学国際被害者学研究�
所教授�

猪 野  憲 一・京 子 氏

憲一氏は殺害直後に起こった報
道被害、警察の怠慢・不法行為、
犯罪被害者の声に関する講演を
時に合わせて実施。現在、埼玉
県警を相手に国家賠償裁判を係
争中。京子氏は殺害直後に全国
犯罪被害者の会「あすの会」に
入り、現在幹事として被害者の
権利確立のため活動している。

（いの・けんいち、きょうこ）

桶川ストーカー殺人事件の
ご遺族

‥�



平成15年12月24日（水）�

����������������　
　
　
む
気
持
ち
、
そ
し
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
�

　
　
　
気
持
ち
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
�

の
が
、
二
〇
〇
三
年
度
「
と
き
わ
祭
」
の
キ
�

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
意
味
。
「
ド
キ
ド
キ
し
て
�

る
？
」
と
い
う
サ
ブ
コ
ピ
ー
が
付
く
よ
う
に
、�

日
常
の
繰
り
返
し
の
中
で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
�

「
弾
」
を
心
の
中
に
取
り
戻
そ
う
と
各
サ
ー
�

ク
ル
や
ゼ
ミ
が
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
企
画
�

で
奮
闘
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
が
わ
き
返
っ
た
�

二
日
間
だ
っ
た
。
�

　
一
日
目
は
曇
り
空
で
少
々
肌
寒
か
っ
た
も
�

の
の
、
二
日
目
に
は
見
事
な
ま
で
の
秋
晴
れ
。
�

暖
か
な
陽
気
も
手
伝
っ
て
、
多
く
の
来
場
者
�

に
も
恵
ま
れ
た
。
�

　
今
年
の
学
園
祭
で
の
一
番
人
気
と
も
言
え
�

る
イ
ベ
ン
ト
が
、
初
日
の
「
P
a
n
i
　
C
r
�

e
w（
パ
ニ
ク
ル
ー
）
コ
ン
サ
ー
ト
」。
確
か
な
�

ダ
ン
ス
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
魅
せ
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
�

今
年
の
「
と
き
わ
祭
」
の
テ
ー
マ
に
相
応
し
�

く
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
て
い
た
。
男
�

前
の
ル
ッ
ク
ス
と
、
そ
れ
に
似
合
わ
な
い
コ
�

ミ
カ
ル
な
キ
ャ
ラ
。
ダ
ン
ス
と
歌
、
コ
ン
ト
、
�

そ
し
て
ト
ー
ク
で
会
場
を
熱
気
で
包
ん
だ
。
�

　
ま
た
、
自
治
会
執
行
部
・
学
友
会
で
主
催
�

し
た
講
演
会
に
は
、
柔
道
家
の
古
賀
稔
彦
氏
�

を
迎
え
た
。
古
賀
氏
は
数
々
の
世
界
選
手
権
�

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
�

輪
で
は
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
輝
く
と
い
う
経
歴
�

の
持
ち
主
。
会
場
で
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
の
�

V
T
R
が
流
さ
れ
、
現
役
時
代
の
古
賀
氏
の
�

試
合
を
観
戦
。
そ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
怪
我
�

�������������　
　
　
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
を
体
験
す
�

　
　
　
る
「
第
三
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
�

が
九
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
�

心
地
よ
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら
�

集
ま
っ
た
約
六
〇
〇
名
の
高
校
生
た
ち
が
、
�

ひ
と
時
の
大
学
生
気
分
を
味
わ
っ
た
。
�

　
参
加
・
体
験
を
通
し
て
大
学
や
短
大
で
の
�

学
園
生
活
を
実
感
し
て
も
ら
う
今
回
の
企
画
�

は
、
模
擬
授
業
や
施
設
見
学
、
そ
し
て
各
学
�

部
ご
と
の
特
別
企
画
が
メ
イ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
�

に
工
夫
を
こ
ら
し
た
内
容
を
盛
り
込
み
、
高
�

校
生
た
ち
に
、
大
学
や
短
大
で
学
ぶ
楽
し
さ
�

を
伝
え
て
い
た
。
�

　
ま
た
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
志
望
者
を
対
象
�

と
し
た
「
面
接
・
小
論
文
対
策
」
や
、
一
般
�

入
試
・
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
志
望
者
を
�

対
象
と
し
た
「
一
般
入
試
対
策
（
英
語
）・
秋
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
受
験
攻
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
法
」
な
ど
の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
試
対
策
講
座
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
開
講
さ
れ
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
高
校
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
た
ち
は
、
ま
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
に
真
剣
そ
の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
。
熱
心
に
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
モ
を
と
る
姿
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
数
多
く
見
受
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ら
れ
、
受
験
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
ズ
ン
の
到
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
を
控
え
た
高
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
生
た
ち
の
熱
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
が
、
会
場
に
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
れ
て
い
た
。
�

（4）�

弾～Heart Thrill～

木々が彩づきはじめる秋、

学園には祭りの空気が流れる。

今年は11月1日（土）＆ 2日（日）に、

年に一度の学園祭を開催！

会場は誰もが楽しめる

イベント盛りだくさんの2日間でした。

を
押
し
て
試
合
に
出
場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
�

ず
、
金
メ
ダ
ル
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
�

「
初
め
か
ら
の
天
才
は
い
な
い
。
あ
き
ら
め
�

ず
に
自
分
の
目
標
を
し
っ
か
り
持
っ
て
頑
張
�

れ
ば
夢
は
叶
う
」
と
い
う
信
条
を
、
自
ら
の
�

体
験
か
ら
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
�

　
　
　
気
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ヒ
ー
ロ
ー
も
、
�

　
　
　
今
回
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。
�

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
行
わ
れ
た
「
ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
�

ー
シ
ョ
ー
」
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
�

元
気
な
声
援
を
送
っ
た
り
、
歌
に
合
わ
せ
て
�

踊
っ
た
り
と
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
�

た
。
シ
ョ
ー
を
見
守
る
中
に
は
親
子
連
れ
や
�

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
学
生
だ
け
の
グ
�

ル
ー
プ
が
見
学
す
る
姿
も
。
親
し
み
の
あ
る
�

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
は
幅
広
い
年
齢
層
に
受
け
�

た
大
盛
況
の
企
画
と
な
っ
た
。
�

　
そ
の
ほ
か
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
や
各
教
室
で
�

は
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
が
活
躍
。
�

こ
れ
ま
で
地
道
に
行
っ
て
き
た
練
習
や
研
究
�

の
成
果
の
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
も
ち
�

ろ
ん
、
恒
例
の
屋
台
も
多
数
参
加
。
中
に
は
�

昼
時
に
行
列
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
�

　
と
き
わ
祭
実
行
委
員
会
・
大
学
委
員
長
を
�

務
め
た
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
三
年
の
�

塩
竈
浩
司
さ
ん
か
ら
は
「
学
園
祭
は
年
に
一
�

回
し
か
な
く
、
ま
た
一
般
の
方
々
に
も
見
て
�

も
ら
え
る
貴
重
な
場
。
皆
が
一
年
間
温
め
た
�

企
画
を
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
�

い
頑
張
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
�

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
「
忙
し
く
生
活
�

す
る
こ
の
時
代
に
、
皆
さ
ん
が
弱
気
に
な
ら
�

な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
学
園
祭
は
元
気
に
楽
�

し
く
過
ご
せ
る
時
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
�

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
短
期
大
学
委
員
長
の
�

経
営
情
報
学
科
二
年
の
�

田
崎
美
希
さ
ん
。
�

　
二
人
の
コ
メ
ン
ト
に
�

あ
る
よ
う
に
「
も
っ
と
�

気
分
を
弾
ま
せ
よ
う
！
」
�

と
盛
り
上
が
っ
た
今
年
�

の
学
園
祭
。
こ
の
「
弾
」�

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
�

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
日
常
�

も
ウ
キ
ウ
キ
と
弾
む
生
�

活
に
な
る
か
も
、
と
思
�

え
た
二
日
間
で
あ
っ
た
。
�

�

快晴に恵まれたオープンキャンパス当日

入試対策講座を熱心に聞き入る高校生たち

大学委員長

人間科学部人間関係学科�

塩竈 浩司さん

短期大学委員長

経営情報学科�

田崎 美希さん
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★

ミス・グリーンふるさと

���　「
管
理
栄
養
士
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
栄
�

養
管
理
を
行
う
の
が
栄
養
士
。
つ
ま
り
管
理
�

栄
養
士
は
、
栄
養
士
の
上
司
的
な
存
在
で
す
。�

で
す
か
ら
、
身
分
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
管
理
�

���　
　
　
康
に
対
す
る
関
心
は
、
現
在
、
全
国
�

 
　
　
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
ん
�

な
中
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
で
、
特
に
�

注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
食
生
活
の
改
善
だ
。
�

そ
し
て
、
そ
の
「
食
」
に
関
す
る
エ
キ
ス
パ
�

ー
ト
と
し
て
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
�

る
の
が
「
栄
養
士
」「
管
理
栄
養
士
」。
活
躍
�

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
病
院
や
高
齢
者
介
護
�

施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
保
育
園
や
一
般
企
業
ま
�

で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
�

　「
管
理
栄
養
士
の
資
格
は
、
医
学
的
知
識
�

も
要
求
さ
れ
る
病
院
で
と
く
に
必
要
と
言
え
�

る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
�

な
ど
に
対
す
る
栄
養
指
導
は
、
治
療
行
為
と
�

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
」
�

　
短
期
大
学
生
活
科
学
科
・
食
物
栄
養
専
攻
�

の
千
葉
茂
教
授
は
、
医
師
と
管
理
栄
養
士
が
�

対
等
に
話
せ
る
環
境
が
必
要
だ
と
語
る
。
で
�

は
、
栄
養
士
と
管
理
栄
養
士
と
は
ど
こ
に
違
�

い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
�

��������　「
ミ
ス
・
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
」
の
選
考
�

が
あ
っ
た
の
は
去
年
の
夏
。
特
に
、
ミ
ス
に
�

な
り
た
い
っ
て
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
単
純
�

に
選
考
風
景
を
見
て
み
た
い
っ
て
い
う
の
が
�

応
募
し
た
理
由
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
が
選
�

ば
れ
た
と
き
に
は
、
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
�

し
た
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
面
白
そ
う
じ
ゃ
な
�

い
で
す
か
。
な
か
な
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
�

で
き
る
機
会
も
な
い
で
す
し
。
だ
か
ら
、
や
�

る
か
ら
に
は
楽
し
ん
じ
ゃ
え
！
っ
て
感
じ
で
�

し
た
ね（
笑
）。�

　
こ
の
ミ
ス
・
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
は
、
県
�

��������北
西
部
地
域
十
八
市
町
村
で
構
成
す
る
、
財
�

団
法
人
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
の
活
�

動
を
お
手
伝
い
す
る
ス
タ
ッ
フ
。
さ
ま
ざ
ま
�

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
地
域
を
紹
介
し
、
Ｐ
Ｒ
�

す
る
こ
と
が
仕
事
の
内
容
で
す
。
も
ち
ろ
ん
�

そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
必
要
�

で
す
。
私
は
、
あ
ま
り
県
北
西
部
に
詳
し
く
�

な
か
っ
た
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
か
�

な
り
勉
強
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
か
な
り
�

茨
城
県
に
詳
し
く
な
り
ま
し
た
よ（
笑
）。�

　
こ
の
活
動
で
得
た
一
番
大
き
な
収
穫
は
、
�

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
こ
と
。
�

栄
養
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
非
常
�

に
重
要
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
�

　
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
�

は
、
ま
ず
本
短
期
大
学
で
栄
養
士
の
資
格
を
�

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
三
年
�

の
実
務
経
験
を
経
て
、
管
理
栄
養
士
の
国
家
�

試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
�

　「
食
物
栄
養
専
攻
で
は
、
管
理
栄
養
士
の
�

国
家
試
験
に
も
十
分
に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
�

ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
�

生
の
全
員
が
、
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し
て
�

卒
業
。
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
後
の
管
理
栄
養
士
�

試
験
に
対
す
る
支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
」
�

　
短
期
大
学
で
は
、
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
�

ー
の
講
座
と
し
て
『
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
�

準
備
講
座
』
を
開
講
し
、
毎
年
、
百
人
以
上
�

の
卒
業
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
�

合
格
者
は
、
例
年
、
二
十
名
前
後
と
い
う
好
�

成
績
で
、
こ
の
数
は
全
国
一
三
六
校
の
短
期
�

大
学
の
中
で
も
常
に
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
�

　
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
健
康
志
向
の
流
れ
の
�

中
で
、
本
短
期
大
学
出
身
の
栄
養
士
・
管
理
�

栄
養
士
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。
�

（5）�

平成15年12月24日（水）�

�������������な
ど
で
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
�

　
部
長
で
あ
る
人
間
科
学
部
心
理
学
専
攻
�

二
年
の
梶
山
新
悟
さ
ん
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
�

ド
歴
七
年
。
「
な
ん
と
言
っ
て
も
ス
ノ
ー
�

ボ
ー
ド
は
飛
ぶ
の
が
楽
し
い
。
ス
キ
ー
よ
�

り
も
爽
快
感
が
あ
る
ん
で
す
。
ト
リ
ッ
ク
�

が
成
功
し
た
と
き
の
達
成
感
も
た
ま
り
ま
�

せ
ん
ね
」
と
、
そ
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
。
�

　
怪
我
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
�

ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
初
心
者
で
も
出
来
る
の
�

だ
ろ
う
か
？
「
事
前
に
準
備
体
操
や
ス
ト
�

レ
ッ
チ
は
必
ず
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
�

身
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
始
め
て
い
る
し
、
�

自
分
の
レ
ベ
ル
以
上
の
無
理
な
ジ
ャ
ン
プ
�

を
し
な
け
れ
ば
危
険
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
」
�

と
話
す
の
は
、
副
部
長
の
心
理
学
専
攻
二
�

年
・
深
谷
昭
夫
さ
ん
。
現
在
、
十
一
人
の
�

部
員
に
は
全
く
の
初
心
者
も
い
る
が
、
経
�

験
者
が
基
本
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
�

で
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
�

「
始
め
て
み
た
い
け
ど
、
最
初
か
ら
板
や
�

ウ
ェ
ア
を
揃
え
て
し
ま
う
の
は
大
変
と
い
�

う
人
は
、
ま
ず
は
ゲ
レ
ン
デ
で
レ
ン
タ
ル
�

し
て
も
。
試
し
に
滑
っ
て
み
て
、
楽
し
さ
�

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
、
部
�

長
の
梶
山
さ
ん
。
�

　
今
年
は
長
野
で
の
合
宿
を
予
定
す
る
な
�

ど
、
活
動
に
も
力
が
入
る
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
�

ド
を
始
め
て
み
た
い
人
、
そ
し
て
も
っ
と
�

技
術
を
高
め
た
い
人
と
、
幅
広
い
層
が
楽
�

し
む
こ
と
が
出
来
る
サ
ー
ク
ル
だ
。
�

サークル紹介

第15回

スノーボードサークル

３６０°（さぶろく）

初
心
者
も
大
歓
迎
。

白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
で

ス
ノ
ボ
を
し
よ
う
！

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、「360

°」と
い
�

う
名
前
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
。
学
�

内
で
唯
一
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
メ
�

イ
ン
と
し
た
サ
ー
ク
ル
に
と
っ
て
、
寒
さ
が
�

増
し
て
き
た
こ
れ
か
ら
の
季
節
が
、
ま
さ
�

に
本
格
的
活
動
の
始
動
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
�

　
ち
な
み
に
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
名
は
ス
ノ
�

ー
ボ
ー
ド
の
技
に
由
来
す
る
。
そ
の
名
の
�

������������������通
り
空
中
で
一
回
転
を
す
る
技
の
事
で
、
�

「
サ
ブ
ロ
ク
」
と
読
む
そ
う
だ
。�

　
主
な
活
動
は
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
る
こ
と
。
�

こ
こ
茨
城
に
は
屋
外
の
ゲ
レ
ン
デ
が
な
い
�

た
め
、
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
前
あ
た
り
か
ら
�

綿
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
し
、
県
外
�

ま
で
出
か
け
て
い
る
と
い
う
。
福
島
県
に
�

あ
る
グ
ラ
ン
デ
コ
や
猫
魔
、
ア
ル
ツ
磐
梯
�

グランデコで活動するメンバー

諸澤正道  前・常磐学園理事長ご逝去を悼む。

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
々
や
、
市
町
村
長
さ
�

ん
た
ち
と
の
出
会
い
は
、
今
後
の
人
生
の
中
�

で
必
ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
知
�

ら
な
か
っ
た
茨
城
県
の
歴
史
や
、
見
た
こ
と
�

の
な
か
っ
た
美
し
い
自
然
を
教
え
ら
れ
、
茨
�

城
県
は
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
本
�

当
に
実
感
し
ま
し
た
ね
。
�

　
ミ
ス
の
仕
事
も
、
残
り
三
カ
月
で
す
が
、
�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
最
後
の
勉
強
�

だ
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
す
！
�

健

⬆笑顔が印象的な篠塚さん（写真右）�

➡
食
品
学
の
実
験
を
行
う
千
葉
先
生
と
学
生
た
ち
。�

　
平
成
四
年
に
本
学
園
理
事
長
�

に
就
任
し
て
以
来
、
学
園
発
展
�

に
尽
力
さ
れ
た
諸
澤
正
道
先
生
�

が
、
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
�

二
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
�

享
年
八
十
一
歳
で
し
た
。
�

　
諸
澤
正
道
先
生
は
昭
和
二
十
�

三
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
�

後
、
文
部
省
へ
入
省
。
初
等
中
�

等
教
育
局
教
科
書
課
長
、
大
臣
�

官
房
人
事
課
長
、
体
育
局
長
、
�

大
臣
官
房
長
、
初
等
中
等
局
長
�

な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
五
十
五
�

年
か
ら
は
文
部
事
務
次
官
と
し
�

て
文
部
行
政
の
円
滑
な
遂
行
に
�

多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
、
そ
の
�

後
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
か
ら
�

は
十
年
の
歳
月
に
わ
た
り
、
国
�

立
科
学
博
物
館
長
と
し
て
、
博
�

物
館
行
政
に
も
多
大
な
る
貢
献
�

を
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
本
学
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
�

年
に
評
議
員
に
就
任
。
以
降
同
�

五
十
八
年
に
は
理
事
、
平
成
四
�

年
か
ら
は
理
事
長
と
し
て
学
園
�

の
管
理
運
営
に
当
た
る
と
と
も
�

に
、
短
期
大
学
学
長
に
就
任
。
�

平
成
十
四
年
か
ら
は
学
長
に
就
�

任
し
、
常
磐
大
学
生
涯
学
習
セ
�

ン
タ
ー
の
開
設
や
常
磐
大
学
博
�

物
館
学
博
物
館
の
開
館
な
ど
、
�

私
学
振
興
な
ら
び
に
教
育
研
究
�

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
�

諸
澤
正
道
先
生
の
教
育
文
化
向
�

上
に
対
す
る
貢
献
は
、
多
く
の
�

人
々
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
�

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
�

上
げ
ま
す
。
�
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な
い
時
代
で
す
よ
ね
。
英
語
は
、
わ
が
国
の
�

存
立
に
関
わ
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�

の
道
具
と
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。」�

　
大
友
先
生
は
、
以
前
、
財
団
法
人
・
英
語
�

教
育
協
議
会
（
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）、
神
奈
川
大
学
、�

筑
波
大
学
で
英
語
科
教
員
の
養
成
、
再
教
育
�

な
ど
を
主
に
や
っ
て
き
た
。
�

　「
英
語
が
読
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
聞
い
�

て
分
か
る
、
し
か
も
口
で
言
え
る
人
材
を
育
成
�

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｌ
Ｅ
�

Ｃ
で
は
、C

harles C
. Fries

博
士
の
オ
ー
�

ラ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
指
導
理
念
を
普
�

及
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。Edw
in O
. �

Reischauer 

や John D
.Rockefeller�

3rd

な
ど
の
援
助
も
受
け
、
中
・
高
の
英
語
�

の
先
生
方
の
再
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
�

し
か
し
、
本
当
に
こ
の
指
導
法
で
い
い
の
か
、
�

と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
�

効
果
を
知
る
た
め
に
は
生
徒
た
ち
の
学
力
を
�

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
問
題
は
、
ど
�

う
や
っ
て
英
語
能
力
を
正
確
に
測
定
す
る
か
�

と
い
う
こ
と
で
し
た
。」�

　
そ
こ
で
大
友
先
生
が
着
手
し
た
の
が
、
言
�

語
テ
ス
ト
の
研
究
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
�

���　「
今
か
ら
、
三
十
八
年
前
、
一
九
六
五
―
�

六
六
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
言
�

語
テ
ス
ト
の
科
学
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
�

い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
当
時
、
そ
�

の
研
究
の
最
先
端
を
行
くRobert Lado

博
�

��

��　
日
本
は
急
速
に
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
と
�

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
人
は
、
本
当
�

に
国
際
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
�

ろ
う
か
。
日
本
人
は
、
な
ぜ
、
英
語
を
十
分
�

使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
�

　「
日
本
語
と
い
う
言
語
の
影
響
な
ど
、
そ
�

の
理
由
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
�

外
国
の
文
化
を
吸
収
す
る
た
め
に
英
語
を
学
�

ぶ
と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
�

つ
ま
り
、
教
養
教
育
と
し
て
の
外
国
語
教
育
�

の
時
代
が
長
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
読
む
�

こ
と
や
訳
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
き
た
の
�

で
す
。
し
か
し
、
も
う
そ
の
時
代
は
終
わ
っ
�

て
、
自
分
か
ら
も
の
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
�

���

士
の
お
ら
れ
た
米
国G
eorgetow

n

大
学
へ
�

行
っ
た
わ
け
で
す
。」�

　
学
習
者
の
順
番
を
決
め
る
た
め
と
い
う
よ
�

り
も
、
指
導
の
効
果
を
測
定
し
、
学
習
者
の
�

軌
道
修
正
の
た
め
に
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
の
�

意
義
は
大
き
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
で
も
、
�

や
は
り
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
�

し
、
こ
れ
ま
で
の
テ
ス
ト
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
�

な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
。
�

　「
現
在
も
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
点
�

数
の
つ
け
方
は
、
百
問
中
、
三
十
問
で
き
れ
�

ば
三
十
点
、
九
〇
問
で
き
れ
ば
九
〇
点
で
す
�

よ
ね
。
で
も
、
こ
れ
が
お
か
し
い
ん
で
す
ね
。
�

例
え
ば
三
十
点
し
か
取
れ
な
か
っ
た
場
合
、
�

学
生
の
能
力
が
低
い
か
ら
三
十
点
な
の
か
、
�

問
題
が
難
し
い
か
ら
三
十
点
な
の
か
が
分
か
�

ら
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
受
験
者
の
能
力
、
�

テ
ス
ト
項
目
の
困
難
度
、
正
答
す
る
確
率
な
�

ど
を
明
確
に
分
離
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
」
�

　「
ま
た
、
百
点
、
零
点
と
い
う
得
点
の
示
�

し
方
に
も
問
題
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
百
点
以
�

上
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
て
も
百
点
し
か
�

取
れ
な
い
し
、
零
点
以
下
の
能
力
の
受
験
者
�

も
零
点
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
で
す
�

か
ら
、
百
点
や
零
点
近
辺
の
モ
ノ
サ
シ
は
、
�

真
っ
す
ぐ
で
な
く
、
歪
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
。
�

そ
こ
で
、
真
っ
す
ぐ
な
、
し
か
も
、
無
限
大
�

�����

の
表
現
を
持
つ
モ
ノ
サ
シ
を
つ
く
る
必
要
が
�

あ
る
ん
で
す
ね
。
」
�

　
こ
の
よ
う
な
モ
ノ
サ
シ
を
つ
く
る
研
究
は
、
�

大
友
先
生
が
専
門
と
す
る
『
英
語
教
育
評
価
�

論
』
と
い
う
研
究
分
野
の
重
要
な
仕
事
の
ひ
�

と
つ
だ
。
�

���　
こ
れ
ま
で
の
テ
ス
ト
理
論
で
は
、
解
決
で
�

き
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
�

で
、
開
発
さ
れ
た
の
が
『
項
目
応
答
理
論
』
�

と
い
わ
れ
る
新
し
い
テ
ス
ト
理
論
だ
。
こ
れ
�

は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
デ
ー
タ
�

分
析
に
も
長
い
間
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
�

言
う
。
�

　「
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
英
語
学
�

力
は
本
当
に
低
下
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
�

問
い
に
対
す
る
決
定
的
な
答
え
を
見
い
だ
す
�

の
は
難
し
い
で
す
ね
。
科
学
的
に
実
証
す
る
�

た
め
に
は
、
こ
の
項
目
応
答
理
論
を
用
い
て
�

共
通
尺
度
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
�

項
目
応
答
理
論
を
用
い
た
共
通
尺
度
を
使
え
�

ば
、
テ
ス
ト
問
題
が
違
う
、
受
験
者
も
違
う
�

と
い
う
過
去
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
も
、
長
年
�

に
及
ぶ
能
力
の
推
移
を
求
め
、
そ
れ
を
比
較
�

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。
茨
城
県
立
並
�

木
高
等
学
校
の
斉
田
智
里
先
生
の
研
究
『
第
�

十
五
回
「
英
検
」
研
究
助
成
報
告
』
〈
二
〇
�

〇
三
〉
は
、
そ
の
み
ご
と
な
一
例
で
す
。」�

　
二
〇
〇
四
年
度
よ
り
開
設
さ
れ
る
『
英
米
�

語
学
科
』
で
は
、
言
語
能
力
の
測
定
と
評
価
�

を
基
盤
と
し
て
、
英
語
学
習
の
た
め
の
効
果
�

的
な
軌
道
修
正
を
行
い
、
英
語
能
力
の
向
上
�

を
図
り
た
い
と
い
う
の
が
大
友
先
生
の
狙
い
。
�

た
と
え
ば
、
二
十
名
と
い
う
習
熟
度
別
ク
ラ
�

ス
編
成
、
海
外
留
学
生
制
度
の
充
実
、
コ
ン
�

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
コ
ー
ル
ラ
ボ
の
活
用
、
�

中
学
校
・
高
等
学
校
の
英
語
教
諭
免
許
状
の
�

取
得
、
児
童
英
語
指
導
者
認
定
書
の
発
行
な
�

ど
を
着
実
に
準
備
し
て
い
る
と
言
う
。
�

　
こ
う
し
た
様
々
な
目
標
を
達
成
さ
せ
る
に
�

は
新
し
い
測
定
と
評
価
を
基
盤
と
し
て
、
学
�

生
の
英
語
学
習
の
適
切
な
軌
道
修
正
を
行
う
�

こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
、
と
大
友
先
�

生
は
語
っ
て
い
た
。
�

お
お
と
も
　
け
ん
じ

常
磐
大
学
国
際
学
部
教
授
。筑
波
大
学
名
誉
教
授
。

日
本
言
語
テ
ス
ト
学
会
（
Ｊ
Ｌ
Ｔ
Ａ
）
会
長
。
国
際

言
語
テ
ス
ト
学
会
（
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ａ
）・
大
学
英
語
教
育

学
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
）
等
会
員
。
専
門
は
英
語
教
育

評
価
論
・
言
語
テ
ス
ト
。
著
書『
項
目
応
答
理
論
入

門
　
言
語
テ
ス
ト
デ
ー
タ
の
新
し
い
分
析
法
』、

『
テ
ス
ト
で
言
語
能
力
は
測
れ
る
か
』ほ
か
多
数
。
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れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ラ
ク
人
�

た
ち
の
人
権
を
守
り
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
�

づ
く
り
を
手
助
け
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
責
�

務
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
�

　
人
権
と
い
え
ば
、
本
学
に
「
国
際
被
害
者
�

学
研
究
所
」
が
開
設
さ
れ
た
。
開
設
記
念
と
�

し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聴
く
と
、
�

被
害
者
の
人
権
が
迫
害
さ
れ
て
い
る
現
状
に
�

驚
き
と
共
に
怒
り
さ
え
覚
え
る
。
世
界
中
の
�

人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
日
が
、
一
日
も
早
�

く
訪
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
�

　
気
が
つ
け
ば
二
〇
〇
三
�

年
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
�

る
。
振
り
返
れ
ば
、
社
会
的
に
も
、
本
学
園
�

と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
た
一
�

年
で
あ
っ
た
。
�

　
社
会
的
に
は
何
と
言
っ
て
も
三
月
に
勃
発
�

し
た
イ
ラ
ク
戦
争
が
最
も
大
き
な
話
題
だ
ろ
�

う
。
現
在
も
イ
ラ
ク
の
人
道
的
復
興
支
援
の
�

在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
議
論
が
交
さ
�

�

＊TOPOSに対する御意見は kouhou@tokiwa.ac.jp. までお寄せ下さい。
＊古紙の利用・70％の再生紙を使用しています。

��　
　
　
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
快
適
�

　
　
　
に
楽
し
め
る
「
常
磐
大
学
・
新
�

学
生
寮
」
が
、
平
成
十
六
年
春
に
完
成
�

す
る
。
こ
の
学
生
寮
に
は
、
快
適
・
安
�

心
・
安
全
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
�

ス
ペ
ー
ス
か
ら
個
室
に
い
た
る
ま
で
、
�

行
き
届
い
た
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
�

　
ま
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
し
て
、
�

三
重
の
入
室
チ
ェ
ッ
ク
。
入
室
ま
で
の
�

通
路
は
寮
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
各
フ
ロ
�

ア
入
り
口
、
各
個
室
と
三
箇
所
で
ガ
ー
�

ド
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
�

ポ
イ
ン
ト
は
一
枚
の
カ
ー
ド
で
開
錠
す
�

る
。
フ
ロ
ア
は
男
女
別
に
な
っ
て
お
り
、
�

も
ち
ろ
ん
各
フ
ロ
ア
の
入
室
チ
ェ
ッ
ク
�

���������������も
行
わ
れ
る
。
室
内
の
設
備
は
、
冷
蔵
�

庫
は
も
と
よ
り
、
家
具
も
備
え
付
け
で
、
�

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
の
ほ
�

か
各
フ
ロ
ア
に
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
�

も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
光
ケ
ー
�

ブ
ル
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
に
対
応
し
て
�

い
る
の
で
、
契
約
す
れ
ば
高
速
・
低
料
�

金
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
可
能
�

だ
。
さ
ら
に
、
帰
寮
後
、
個
室
玄
関
に
�

あ
る
カ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
に
カ
ー
ド
キ
ー
�

を
差
し
込
む
と
、
照
明
な
ど
の
電
気
が
�

通
電
。
外
出
時
に
カ
ー
ド
を
抜
け
ば
電
�

源
が
オ
フ
に
な
り
、
消
し
忘
れ
の
防
止
�

に
も
な
る
。
近
く
に
は
食
堂
棟
も
あ
り
、
�

健
康
を
考
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
�

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
�

　
こ
の
よ
う
に
最
新
設
備
を
備
え
た
新
�

学
生
寮
は
、
豊
か
な
学
生
生
活
を
バ
ッ
�

ク
ア
ッ
プ
す
る
も
の
と
し
て
、
現
在
、
�

大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
施
設
だ
。
�

↓寮の間取り。備え付け家具で、引っ越しの負担もほとんどない。

←
着
々
と
建
設
が
進
む
新
学
生
寮
。

：
�

◎
二
〇
〇
四
年
春
、
新
学
生
寮
完
成


